
 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

２０２６年２月２７日(金) 

２４０３号 

に
、
昨
年
出
さ
れ
た
日
本
被
団
協
・

日
本
原
水
協
・
原
水
禁
国
民
会
議

の
共
同
ア
ピ
ー
ル
が
持
つ
意
味
を

再
認
識
し
ま
し
た
。 

 

第
３
講
義
は
日
本
原
水
協
事
務

局
次
長
の
土
田
弥
生
さ
ん
の
「
核

兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
へ
・
日

本
の
核
兵
器
禁
止
条
約
参
加
を
」
。 

今
の
核
破
局
の
危
機
に
対
し
て
突

破
口
に
な
る
の
が
、
５
年
前
に
発

効
し
た
核
兵
器
禁
止
条
約
で
あ

り
、
日
本
政
府
を
こ
の
条
約
に
参

加
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
非
核
日

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
広
げ
る
こ
と

だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

神
戸
港
を
訪
ね
て 

 

関
西
原
水
協
学
校
の
終
了
後
、

神
戸
港
ク
ル
ー
ズ
は
４５
分
間
の

遊
覧
航
行
で
、
川
崎
重
工
や
三
菱

重
工
業
で
潜
水
艦
が
見
ら
れ
る
と

の
こ
と
。
兵
庫
原
水
協
事
務
局
長

の
梶
本
さ
ん
に
ガ
イ
ド
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

港
を
出
て
最
初
に
見
え
て
き

た
が
川
崎
重
工
。
川
崎
重
工
は
特

殊
船
舶
（
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
や

潜
水
艦
）
の
造
船
や
修
理
を
し
て

い
て
、
日
本
で
一
番
大
き
な
浮
き

ド
ッ
ク
（
船
の
修
理
や
点
検
を
す

る
施
設
）
が
あ
る
そ
う
で
す
。
海

上
自
衛
隊
の
潜
水
艦
は
こ
の
川

崎
・
三
菱
の
両
造
船
所
で
の
み
修

理
建
造
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
進

ん
で
い
く
と
三
菱
重
工
が
見
え

て
き
ま
し
た
。
大
型
コ
ン
テ
ナ
船

な
ど
が
造
ら
れ
て
き
た
造
船
所

で
す
が
、
今
は
潜
水
艦
の
建
造
の

み
。
日
本
最
大
の
軍
需
産
業
で

す
。
写
真
は
、
梶
本
さ
ん
に
い
た

だ
い
た
神
戸
港
に
浮
か
ぶ
自
衛

隊
の
潜
水
艦
で
す
。
一
般
の
岸
壁

に
無
防
備
に
、
し
か
も
ア
ン
パ
ン

マ
ン
記
念
館
の
対
岸
と
は
、
違
和 

２
月
１３
日 

選
挙
後
は
じ
め
て

の
沖
縄
連
帯
行
動
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
天
王
寺
平
和
委
員
会
、
平

和
遺
族
会
、
う
た
ご
え
協
議
会
か

ら
１６
人
の
参
加
で
、
沖
縄
ち
ば
り

よ
合
唱
団
の
う
た
ご
え
に
の
せ
て

元
気
に
署
名
の
訴
え
を
し
ま
し

た
。 

「
沖
縄
を
戦
争
の
最
前
線
に
し
な

い
」
「
辺
野
古
新
基
地
建
設
は
今

す
ぐ
ス
ト
ッ
プ
を
」
「
平
和
外
交

で
沖
縄
を
平
和
の
島
に
」
の
訴
え

に
、
た
く
さ
ん
の
人
が
足
を
止
め

て
署
名
に
応
え
て
く
れ
ま
し
た
。

２３
筆
の
署
名
が
寄
せ
ら
れ
、
１
０

０
０
円
の
カ
ン
パ
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 沖
縄
連
帯
行
動 

２
月

日

名
で
実
施 

 
 

 
 

上
本
町
交
差
点 

感
と
と
も
に
怒
り
が
こ
み
あ
げ
て

き
ま
す
。
川
崎
重
工
の
造
船
所
で

米
軍
の
潜
水
艦
の
修
理
や
点
検
を

行
う
計
画
も
あ
り
、
「
非
核
『
神

戸
方
式
』
」
に
対
す
る
攻
撃
が
強

ま
っ
て
い
ま
す
。
非
核
「
神
戸
方

式
」
と
は
⑴
入
港
希
望
該
当
国
に

⑵
非
核
証
明
書
（
文
書
）
の
提
出

を
求
め
、
⑶
提
出
の
な
い
場
合
入

港
を
認
め
な
い
。
１
９
７
５
年
、

神
戸
市
議
会
が
「
核
兵
器
搭
載
艦

艇
の
神
戸
港
入
港
拒
否
に
関
す
る

決
議
」
を
全
会
一
致
で
採
択
し
た

こ
と
か
ら
始
ま
り
５０
年
間
堅
持

し
て
き
た
も
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ

追
随
の
政
府
の
も
と
で
、
非
核
三

原
則
が
脅
か
さ
れ
る
中
、
今
の
神

戸
港
を
見
て
お
く
こ
と
、
「
非
核

『
神
戸
』
方
式
」
を
名
実
と
も
に

守
る
こ
と
は
大
事
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
し
た
。 

 
 
 

亀
井
明
子 

被
爆
８０

年
の
運
動
の
成
果
を
踏
ま
え 

核
兵
器
廃
絶
へ
転
換
の
年
に
！ 

１
月
２４

～
２５

日 

関
西
原
水
協
学
校
㏌
兵
庫
開
催 

 

１
月
２４
日
２５
日
神
戸
市
須
磨

区
で
関
西
原
水
協
学
校
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
全
体
で
５８
人
の
参
加

で
、
大
阪
か
ら
は
１７
人
が
参
加
し

ま
し
た
。 

第
１
講
義
で
、
関
西
学
院
大
学

教
授
で
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

起
草
委
員
長
の
冨
田
宏
治
さ
ん

は
、
「
内
外
情
勢
と
反
核
平
和
運

動
の
発
展
の
た
め
に
」
の
テ
ー
マ

で
「
高
市
政
権
の
暴
走
と
反
核
・

平
和
の
課
題
」
と
し
て
、
ロ
シ
ア

や
ア
メ
リ
カ
、
大
国
の
「
力
に
よ

る
支
配
」
「
国
際
法
蹂
躙
」
、
安

保
三
文
書
改
定
の
た
め
「
非
核
三

原
則
」
の
見
直
し
を
指
示
す
る
高

市
政
権
の
危
う
さ
と
、
疑
惑
逃
れ

の
た
め
の
奇
襲
解
散
と
、
「
中
道

改
革
連
合
」
の
結
成
な
ど
内
外
の

情
勢
を
詳
し
く
解
説
、
今
こ
そ
憲

法
を
真
ん
中
に
し
た
共
闘
が
必

要
。
２
０
２
６
年
を
非
核
平
和
の

日
本
に
転
換
し
よ
う
と
話
さ
れ
ま

し
た
。 

第
２
講
義
は
、
広
島
県
被
団
協

理
事
長
の
佐
久
間
邦
彦
さ
ん
が

「
被
爆
者
が
切
り
拓
い
た
核
兵
器

廃
絶
へ
の
道
」
と
し
て
、
被
爆
者

運
動
の
歴
史
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

被
爆
者
運
動
の
歴
史
を
聞
く
の
は

初
め
て
で
、
そ
の
苦
難
の
道
の
り 

神戸港に浮かぶ海上自衛隊の潜水艦 

広島県被団協理事長 佐久間邦彦さん 

三菱重工 

基地のない平和な沖縄を！ 
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           【3 月の行事案内】 

１日(日)3.1ビキニデー集会 

４日(水)第 8回常任理事会 18：00～ 

６日(金)6.9 行動 12：00～上本町六丁目交差点 

７日(土)第 16回天王寺平和委員会総会 13：30～ 

７日(土)～８日(日)日本平和委員会理事会 

13日(金)沖縄連帯行動 12：00～上本町六丁目交差点 

15日(日)旭区平和の会第 24回総会 10：00～ 

20日(金休)「医の倫理と戦争」上映会 14：00～ 大阪平和委員会 

30日(月)関西ブロック会議 14：00～ 神戸 

 
２
月
１
４
日
、
大
阪
グ
リ
ー
ン

会
館
で
、
「
平
和
が
あ
た
り
前
の
世

界
へ 

危
機
の
時
代
に
平
和
な
日

本
と
世
界
め
ざ
す
学
習
＆
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
、
９５
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
主
催
は

市
民
科
学
者
の
会
大
阪
（
日
本
化

学
者
会
議
大
阪
支
部
・
大
阪
革
新

懇
・
大
阪
平
和
委
員
会
）
で
す
。 

 

開
会
あ
い
さ
つ
で
山
本
謙
治
日

本
科
学
者
会
議
大
阪
支
部
代
表
幹

事
か
ら
、
大
阪
公
立
大
学
の
軍
事

研
究
反
対
の
取
り
組
み
と
、
中
村

哲
さ
ん
の
活
動
か
ら
「
一
人
一
人

が
逆
流
に
抗
し
て
流
さ
れ
る
石
で

は
な
く
、
川
底
に
貼
り
つ
く
大
き

な
石
に
な
ろ
う
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。 

 

メ
イ
ン
ス
ピ
ー
カ
ー
の
高
山
佳

奈
子
京
都
大
学
教
授
は
、
犯
罪
学

研
究
の
立
場
か
ら
、
今
回
の
選
挙

結
果
を
ど
う
見
る
の
か
、
ド
イ
ツ

と
日
本
の
憲
法
を
比
較
し
な
が
ら

日
本
憲
法
の
歴
史
的
意
味
に
つ
い

て
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

北
泊
謙
太
郎
大
阪
大
学
助
教

の
、
歴
史
学
者
の
立
場
か
ら
、
新

し
い
戦
前
と
呼
ば
れ
る
現
在
と
満

州
事
変
の
頃
と
の
違
い
と
共
通
す

る
も
の
に
つ
い
て
の
お
話
は
新
鮮

で
し
た
。 

 

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
に
森
田
幸
子
さ

ん
か
ら
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
の
地
雷
除

去
や
ガ
ザ
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
、

に
つ
い
て
」
９
条
世
界
会
議
キ
ャ

ン   

６
．
９
行
動 

２
月
６
日 

上
六
交
差
点 

２２
人
が
参
加 

 

ソ
連
、
東
欧
の
「
社
会
主
義
」

国
が
崩
壊
し
て
以
後
、
社
会
主
義

は
時
代
遅
れ
で
あ
る
と
い
う
認
識

が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

著
者
の
主
張
の
中
心
は
、
社
会
主

義
が
私
た
ち
に
と
っ
て
、
ど
こ
に

で
も
あ
る
身
近
な
も
の
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。 

 

私
が
感
銘
を
受
け
た
議
論
は
、

自
由
主
義
と
社
会
主
義
の
関
係
に

関
す
る
も
の
で
す
。 

「
自
由
主
義
は
、
個
人
の
自
由
を

維
持
す
る
た
め
に
私
的
所
有
を
、

そ
し
て
私
的
所
有
を
確
保
す
る
た

め
に
権
利
＝
正
義
を
も
必
須
の
概

念
取
り
込
み
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
だ
け
で
は
万
人
の
万
人
に
対
す

る
闘
争
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
自
由
主
義
者
は
、
大
多
数

の
弱
者
に
も
等
し
く
人
間
の
基
本

的
権
利
、
す
な
わ
ち
人
権
を
保
障

す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
」
。

平
等
の
概
念
も
取
り
入
れ
ま
す
。

「
他
者
危
害
原
理
」
も
、
他
者
の

幸
福
を
考
慮
し
て
い
る
点
で
「
社

会
主
義
に
接
近
」
し
て
い
ま
す
。

著
者
の
結
論
は
、
「
自
由
主
義
は

社
会
主
義
の
支
え
が
あ
っ
て
存
続

可
能
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
自
由

主
義
の
中
に
も
す
で
に
社
会
主
義

は
こ
こ
に
あ
る
の
で
す
」
。
そ
し

て
自
由
主
義
の
発
展
と
し
て
社
会

主
義
を
把
握
さ
れ
ま
す
。 

 

社
会
主
義
に
関
す
る
著
者
の 

他
の
論
証
も
手
堅
い 

も
の
で
す
。
一
読
を
。 

 

月１平和企画始めます・毎月第３金曜日 14：00～ 

「映画で語ろう」 
第 3回 3月 20日（金休）14：00～ 

 「医の倫理と戦争」 
77分 

参加費無料 

大阪平和委員会事務所にて 

次回 

第４回 ４月 17 日（金）14：00～ 

 「満天の星」 

２
月
６
日
１２
時
か
ら
上
本
町

交
差
点
で
６
・
９
行
動
を
行
な
い

ま
し
た
。
「
非
核
三
原
則
の
見
直

し
や
、
ア
メ
リ
カ
の
核
の
傘
の
強

化
で
は
な
く
、
核
兵
器
禁
止
条
約

に
参
加
し
て
、
核
廃
絶
の
先
頭

に
」
と
、
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁

止
条
約
の
署
名
・
批
准
を
求
め
る

署
名
へ
の
協
力
を
訴
え
ま
し
た
。

寒
い
中
足
を
止
め
て
、
９
筆
の
署

名
の
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。 

平
和
が
あ
た
り
前
の
世
界
を
つ
く
ろ
う
！ 

「
市
民
と
科
学
者
の
会
」
が
学
習
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

２
月
１
４
日 

９
５
名
が
参
加 

『
こ
こ
に
あ
る
社
会
主
義―

今

日
か
ら
始
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
』 

松
井
暁
著 

大
月
書
店 

おすすめ本 

第 27 回 

アメリカ領事館前行動 
1 月 30 日 13 人参加 

２７
回
目
と
な
る
ア
メ
リ
カ
領
事

館
前
で
抗
議
行
動
を
１
月
３０
日
、

行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
１３
人
で

し
た
。「
戦
合
意
後
も
イ
ス
ラ
エ
ル

は
ガ
ザ
へ
攻
撃
を
続
け
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
戦
闘

を
や
め
さ
せ
ろ
」
、「
ア
メ
リ
カ
が

す
べ
き
は
、
人
道
支
援
」
と
訴
え

ま
し
た
。 

   

ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
活
動
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
大
阪
平

和
委
員
会
会
長
の
西
晃
弁
護
士
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
会
場
か
ら
の
質

問
に
応
え
る
形
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

高
山
先
生
は
「
憲
法
改
悪
に
つ
い

て
、
大
丈
夫
と
は
思
わ
な
い
が
、
少

し
時
間
は
あ
る
。
憲
法
前
文
と
９
条

が
あ
る
日
本
国
憲
法
の
意
義
を
学

び
、
あ
ら
ゆ
る
人
た
ち
に
発
信
し
、

憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
運
動
を
つ
く

ろ
う
」
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。 

選
挙
結
果
に
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
が
、

日
本
国
憲
法
の
意
義
を
も
っ
と
広
げ

て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。 

こ
の
企
画
は
大
阪
革
新
懇
の
ＨＰ 

か
ら
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
で
視
聴
で
き
ま
す
。
是
非
御

覧
く
だ
さ
い
。 


